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イン版の KetCindy を用いれば KetCindy をインストールされていないパソコンや iPad
などのタブレット、スマートフォン上でも TEXによる図の作成が可能である。
なお、本研究で用いたシステムは [1] で発表した JavaScript を用いた教材作成システム
で開発されたものである。
2 KetCindy による教材作成





ループにより開発されている TEXのパッケージが KetCindy である。KetCindy は下記
の利点から、特に理数系の教材作成に向いていると言われている。





1. KetCindy の命令を組み込んで Cinderella で図を作成する。
2. CindyScript で TEXのソースファイルを作成する R のプログラムを生成する。
図 1：KetCindy で作成されたブラウザ上の教材
3. R のプログラムで TEXのソースファイルを生成する。
4. TEXのソースファイルをコンパイルして、dvi ファイルを生成する。
5. dvi ファイルから PDF ファイルを生成する。





合は 1. のステップで作成した Cinderella の図を HTML ファイルに変換する。そのよう
にして作成した教材の例を 図 1 に示す (参考文献 [3] より引用)。
このようなブラウザ上の教材を利用する場合はブラウザさえインストールしておけば、
教材を利用することは可能である (教材を作成するには KetCindyのシステムのインストー





















• 「radio button 追加」：教材にラジオボタンを追加する。選択肢をコンマで区切って
与える。選択されている button が何であるかを、JavaScript の関数で取得できる。
• 「textarea 追加」：教材にテキストエリアを追加する。テキストエリアに書かれてい
る内容を JavaScript の関数で取得できる。
• 「Cinderella 追加」：Cinderella で作成した図を HTML に変換したものを取り込む。
この図は上の「textarea 追加」で追加したテキストエリアに書かれた CindyScript(
Cinderella におけるプログラミング言語)により操作できる。















1. 第２節の 1. のステップと同様に KetCindy の命令を組み込んで Cinderella で図を
作成する。
2. 上の 1. のステップで生成した Cinderella の図を HTMLファイルに変換する。そ
の HTML ファイルから Cinderella の図の生成に必要な情報を取り出し、それを用
いて JavaScript で Cinderella の図をブラウザ上に作成する。
3. ブラウザの JavaScript 上で CindyScript を動かし、TEXのソースファイルを作成
する R のプログラムを生成する。
4. 上の 3. で作成した R のプログラムをサーバーへ転送し、サーバー上で R を動か
し、TEXソースファイルを生成する。
5. サーバー上で TEXのソースファイルをコンパイルし、dvi ファイルを生成する。





• 教材作成者は Cinderella のみをインストールすればよく、R や TEXなどのソフト
ウェアをインストールする必要がない。






図 1の教材をオンライン化したものを図 4,5に示す (画面が１つに入らないため、２つ
に分割した)。 このオンライン化された教材は図 2の教材作成メニューを用いて作成され
ている。以下、どの部分がどのメニューを用いて作成されたか述べる。
• 図 4 の (geometry):, (transform):, (init):, (draw):, (rscript): の名前の下にあるテキ
ストエリアは第３節の「Web上の教材作成」で解説した「textarea 追加」の機能で
追加されている。
• 図 4,5にある (j1):, (j2):, (j3):, (j4): の名前の下にあるテキストエリアと「KetCindy」




• 図 5 の (c1): の下に表示されている Cinderella の図は、「Cinderella 追加」で追加
されている。
4.3 処理の実現方法
図 4,5 のオンライン化されたシステムでは、「KetCindy」「PDF View」「TEXpicture






を実行する。これは上の「4.1概要」のところの 2. のステップを実行する JavaScript






ストエリアに書かれた情報を元にして (c1):(図 5) のところに Cinderella の図を作成
する。






を実行する。この命令は上の「4.1 概要」のところの 3. ～ 6. のステップを実行す
る JavaScript の命令である。具体的は (c1): の下に表示されている Cinderella の




２行目の命令は「4.1 概要」の 3. のステップに当たる処理を行う命令で、(rscript):
の名前がついているテキストエリアに「TEXのソースファイルを作成する R のプロ
グラム」を書き込む。最後の３行目の命令は「4.1 概要」の 4. ～ 6. のステップに
当たる処理を行う命令で、「TEXのソースファイルを作成する R のプログラム」を
サーバーに転送し、PDF ファイルを生成させ、それを表示させる。











をそれぞれ実行する。この命令は上の「4.1 概要」のところの 3. ～ 4. のステップ
を実行する JavaScript の命令である。








ているのみである (この３行目は「4.1 概要」の 4. のステップに相当)。
4.4 教材の作成・利用方法
ここで解説したシステムは、(geometry):, (transform):, (init):, (draw): のテキストエ
リアの情報を変更するだけで、様々な教材に対応できる。このシステムを用いた教材作成
の具体的な手順は以下の通りである。
1. 第２節の 1. のステップと同様に KetCindy の命令を組み込んで Cinderella で図を
作成する。
2. 上の 1. のステップで生成した Cinderellaの図を HTMLファイルに変換し、HTMLフ
ァイルから geometry, transform, init, drawの情報を取り出し、それぞれ (geometry):,





(geometry):, (transform):, (init):, (draw): のテキストエリアの情報から Cinderella
の図が生成される)。
2. PDF ファイルを表示するためには「PDF View」を、TEXのソースファイルをダウ















KetCindy をオンライン化することにより、TEXのソースファイル作成や PDF ファイ
ルの作成などをサーバー側で行えるので、教材作成者は Cinderella のみをインストール
すればよく、インストールの手間が軽減する。
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